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令和８年１月１３日（火） 発行者 校長 髙橋 裕一 

生徒信条 ～ 自ら判断し，実行し，責任を持とう ～ 

冬休み明け集会の代わりに、校長室からミートを使い、生徒の皆さんにお話ししま

した。今回は、「干支」についてのお話でした。 
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１１                    今回の「干支」のお話は少し難しかったかもしれ 

                       ませんが、自分は何年（なにどし）生まれか、 

                    「干支」（えと）が何なのか知っておくと、役に立  

つこともあると思います。 

冬休み前の集会でお話ししたことを１つ紹介します。「良好な人間関係」を築くため

にはどうすればいいかというお話です。 

先生方から、「〇〇さんは、人の悪口を言ったり、文句が多かったり、冷たい態度をとったりして、人との 
トラブルが絶えない。どうしたらいいでしょうか？」と言うお話をよく聞きます。人は社会的動物ですから、人 
と関わらずに生きていくことはできません。ですから、誰しも人と良好な人間関係を築きたいと思っているはず
です。にもかかわらず、ネガティブな発言をしたり、冷たい態度をとってしまったりするのはなぜでしょうか？ 

それは、「自信のない自分を守りたい」からだと私は思います。他の人から認めてもらえず、不安な状態のた 
 め、「自信のない自分を守る」ために、他の人に対して悪口を言ったり、文句を言ったりしてトラブルを起こし 
 てしまうのです。反対に、自分に自信があり、他の人から認めてもらったり、励まされたりしている人は、気持 
 ちが安定しているため、他の人に対して優しくできるのです。 

私は、常々、「できないことができるようになったり、わからないことがわかるようになったりすること」を 
 通して、「自分の良さや可能性」を見つけましょうとお話ししています。どんな人にも、「自分の良さや可能性」 
 があるはずです。「できないことができるようになったり、わからないことがわかるようになったりするこ 
と」を通して、まず、自分に自信を持ってください。自信のある人は他の人のことも認めることができるはずで
す。 

しかし、そもそも自分に自信がないという人もいるかもしれません。そういう人は他の人の「良さや可能 
性」をその人に教えてあげてください。そうすると次は自分が認めてもらえるかもしれません。「自分を認め、 
他の人を認めることによって、他の人から自分を認めてもらう。そしてまた、自分を認める。」このような好 
循環があれば、とても良好な人間関係を築くことができるはずです。 

特に、普段から人に冷たくしてしまって、トラブルが絶えないと感じている人は、「自分を認め、他の人を 
認めることによって、他の人から自分を認めてもらう。そしてまた、自分を認める。」を実行してください。 

それを実行できる人が多くなれば、人にやさしい素敵な集団になり、みんながハッピーになるはずです。一人
一人の心がけ次第ですぐ変わります。さあ、すぐに実行してみましょう。  


